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深
刻
な
人
口
減
少
問
題

　

御
船
町
は
、
昭
和
30
年
に
１
町

５
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
当
時
は
２
万
人
超
だ
っ
た
人

口
も
、
昭
和
40
年
に
は
１
万
９
千

人
超
で
、
現
在
は
１
万
７
千
人
超

と
約
２
千
人
が
減
っ
て
い
ま
す

（
グ
ラ
フ
参
照
）。
国
勢
調
査
に
よ

る
と
昭
和
55
年
か
ら
増
加
し
て
い

た
人
口
も
、
平
成
12
年
を
最
後
に

減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
人
口
推
計
に
よ
る
と
、

２
０
４
０
年
に
は
１
万
４
千
人
を

割
り
込
み
、
２
０
６
０
年
に
は

１
万
１
千
人
程
度
に
な
る
と
公
表

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
背
景
に
は
、

深
刻
な
少
子
高
齢
化
や
合
計
特
殊

出
生
率
の
低
下
、
東
京
圏
へ
の
人

口
流
出
と
い
っ
た
人
口
減
少
問
題

が
要
因
と
さ
れ
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
む
と
労
働
力
の

低
下
を
は
じ
め
、
地
方
で
は
人
材

不
足
や
地
域
の
経
済
規
模
の
縮
小

な
ど
、
地
域
社
会
の
維
持
が
難
し

く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◉御船町人口ビジョン

人口動向の分析や将来人口推計の
シミュレーションを行い、目指す
べき将来の方向性と将来展望をま
とめた計画。対象期間は、2060年。
全24㌻。平成27年12月策定。

◉御船町まち・ひと・しごと創生総合戦略

人口減少問題を克服するために、
御船が取り組むべき４つの基本目
標と６つの重点プロジェクトをま
とめた計画。期間は2019年まで。
全27㌻。平成27年12月策定。

を
か
な
え
る
▽
魅
力
あ
る
雇
用
の

場
を
創
出
す
る
―
を
将
来
の
方
向

性
に
位
置
づ
け
。
合
計
特
殊
出
生

率
を
2.1
ま
で
引
き
上
げ
、
転
入
者

と
転
出
者
の
人
口
移
動
を
±
０
に

均
衡
さ
せ
る
計
画
で
す
。

　

総
合
戦
略
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

を
実
現
す
る
た
め
に
、
▽
御
船
の

素
材
を
活
か
し
、
新
た
な
ひ
と
の

流
れ
を
つ
く
る
▽
住
み
や
す
さ
№

１
の
ま
ち
を
目
指
し
て
、
住
民
主

体
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

▽
御
船
で
縁
を
結
び
、
子
育
て
し

て
い
く
希
望
を
か
な
え
る
▽
御
船

の
特
性
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
雇

５
カ
年
の
総
合
戦
略
を
策
定

　

町
で
は
平
成
27
年
12
月
、
人
口

減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
、
▽
雇

用
の
創
出
▽
若
い
世
代
の
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
▽
ひ
と
の
流
れ
▽

地
域
連
携
―
を
柱
に
、
２
０
６
０

年
時
点
で
１
万
３
３
７
４
人
と
す

る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
そ
の
実
現

に
向
け
た
今
後
５
カ
年
の
総
合
戦

略
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
予
測
さ
れ

る
人
口
減
少
に
対
し
、
▽
新
た
な

人
の
流
れ
を
つ
く
る
▽
御
船
で
縁

を
結
び
、
子
育
て
し
て
い
く
希
望

１
万
１
千
人
―
。
こ
れ
は
45
年
後
を
予
測
し
た
御
船
町
の
人
口
で

す
。
少
子
高
齢
化
や
出
生
率
の
低
下
、
東
京
圏
へ
の
人
口
流
出
が

要
因
と
さ
れ
、
地
方
、
そ
し
て
日
本
の
人
口
減
少
が
急
速
に
進
ん

で
い
き
ま
す
。
今
号
で
は
、
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
町
が
取
り
組
む
「
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

み
ふ
ね
予
想
図

御
船
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

Special
e d i t i o n

◉解説
人口推移は、増加傾向にあった平成
12年をピークに、以降は人口減少が進
んでいる。構成比では昭和40年から平
成26年の間に、年少人口（0～15歳未
満）は約18％減少、生産年齢人口（15
～ 65歳未満）は約４％減少。一方で、
老年人口（65歳以上）は約21％増加
して、平成 7年には年少人口を上回り、
少子高齢化が急速に進んでいる。
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人口の推移（年齢別）

御船町人口ビジョン

2060年の人口を

予測11,000人から

目標13,374人に設定

御船の素材を活かし、
新たなひとの流れをつくる

住みやすさ№１のまちを目指して、
住民主体による地域づくりを進める

御船で縁を結び、
子育てしていく希望をかなえる

御船の特性を活かした
魅力ある雇用の場を創出する

1

2

3

4

1　御船町に来なっせプロジェクト
御船にゆかりのある人や現役世代をターゲットに
御船の良さの発信と受入体制づくり

2　御船D
ディノ

INOワールドプロジェクト
恐竜博物館の魅力化による集客性確保と
官民一体となった観光振興策を展開

3　御船ワイワイプロジェクト
自然豊かな中山間地の地域コミュニティ維持・向上
の取り組みを支援

4　誰もが安心して結婚、出産できるプロジェクト
結婚したい人の出会いを応援する仕組みづくりや
子育てに向かう心理的な負担を取り除く取り組み

5　元気な農林業プロジェクト
大規模農家の農業法人化や農業法人の雇用促進、就
農を目指す若者支援による担い手育成

6　御船で働こうプロジェクト
新たな商品開発や産業を創出して、既存産業・地元
商業者の活性化で安定した雇用を創出

用
の
場
を
創
出
す
る
―
を
基
本
目

標
に
６
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
設
定
し
ま
し
た
。具
体
的
に
は
、

▽
移
住
定
住
総
合
窓
口
の
設
置
や

情
報
発
信
▽
み
ふ
ね
っ
子
Ｕ
タ
ー

ン
制
度
の
導
入
▽
化
石
ひ
ろ
ば
環

境
整
備
▽
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

導
入
▽
若
者
の
出
会
い
の
場
創
出

▽
廃
校
施
設
の
利
活
用
―
な
ど
、

全
40
事
業
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

今
後
、
基
本
目
標
を
実
現
す
る

た
め
、
推
進
体
制
づ
く
り
を
強
化

し
て
、
数
値
目
標
に
よ
る
検
証
を

行
い
な
が
ら
、
公
表
や
見
直
し
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

P O I N T

御船町まち・ひと・しごと創生総合戦略

基本目標

基本目標

基本目標

基本目標

4 つの基本目標と
6つの重点プロジェクトを軸に平成31年度まで実行

5 4Public Relations Mifune Town, 2016.1


